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研究成果の概要（和文）：東アジア諸国の学校改革の研究拠点を韓国、中国、香港、シンガポー

ル、日本において形成し、これらの研究拠点のネットワークにより、「学びの共同体」のヴィジ

ョンと哲学にもとづく学校改革の実践的、理論的研究を遂行した。さらに、本研究プロジェク

トは、上記の諸国とその周辺諸国の学校改革政策とその実践に貢献し、改革のネットワークは

本研究終了後も継続している。 
 
研究成果の概要（英文）：This research project has established keystones of developmental 
research centers for renovating school reform in such East Asian countries as North Korea, 
China, Hong Kong, Singapore and Japan. The centers establish a powerful research network 
for innovating schools based on a vision and philosophy of school as learning community. 
As a result, this project has been reflected on school policies and its practice of the 
above nations and their schools. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究開始当初、東アジア諸国は産業主義
社会からポスト産業主義社会（知識基盤社
会）への急速な変化を背景として、中央集権
的効率性、受験競争などに象徴される「東ア
ジア型教育」からの脱皮をはかり、学校改革
をラディカルに推進していた。その特徴はプ
ログラム型のカリキュラムからプロジェク
ト型のカリキュラムへの移行、一斉授業の様
式から協同学習の様式への転換、授業研究に

よる教師の専門性の開発などに現れている。
この変化と対応して、新たな学校教育のヴィ
ジョンと哲学が求められ、研究代表者・研究
分担者の提唱する学校改革研究と授業改革
研究は、東アジア諸国の多くの教育研究者、
教師の関心を集めていた。 
 本研究は、この背景とそれまでに築いてい
た研究ネットワークを基盤として企画され
実施された。 
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２．研究の目的 
 
 本研究は、東アジアの諸国における学校改
革の比較研究と協同研究の国際的な研究拠
点を形成し、この地域の教育研究者、教育政
策決定者、教師の研究と実践の国際貢献の持
続的ネットワークを形成することを目的と
している。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、上記の目的を達成するために、
東アジア諸国（韓国、香港、シンガポール、
中国、台湾、日本）およびその周辺諸国（イ
ンドネシア、ベトナム、マレーシアなど）の
学校改革の比較研究を推進するとともに、拠
点大学や教育省や地方教育委員会との連携
により、協同のアクション・リサーチ、政策
立案とその実験的試行を行い、さらには、そ
れらの諸国において国際シンポジウムを開
催し、研究拠点の開発と研究ネットワークを
形成した。 
 
４． 研究成果 
 
 本研究は、①国際シンポジウム、個別研究、
調査報告の蓄積、②東アジア各国における研
究拠点の形成と連携、③東アジア各国におけ
る政策立案とアクション・リサーチの展開、
④学校改革研究の専門家ネットワークの形
成と若手育成の４つの成果を達成した。①の
成果は、各年度における報告書（総括報告書
を含む）において詳細に記録している。②に
ついては、中国の華東師範大学、北京大学、
シンガポールの国立教育研究所、香港の香港
教育学院、台湾の台北市立教育大学、韓国の
ハジャ・センターなどが研究拠点となった。
③については、本研究の一部が、シンガポー
ル、中国、韓国の教育政策に影響を与えたほ
か、ソウル市教育委員会、京幾道教育委員会、
上海市教育委員会、ハルピン市教育委員会の
学校政策に採用されるなど、当初の期待以上
の成果がえられた。④については、本研究を
通じて各国の学校改革の代表的研究者との
持続的な協同研究のネットワークが形成さ
れ、さらに留学生の大学院生の研究支援、お
よび、中国、韓国、インドネシア、ベトナム
の教育行政官と教師の研修プログラムを毎
年実施することにより、この地域の学校改革
の主体的な担い手の養成を行った。 
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